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年代/年齢 時代背景 丸井金猊（略歴・リソース） 太宰治（略歴・作品）

1906年 岡倉天心『茶の本』

1909年, 0歳 伊藤博文暗殺。北原白秋『邪宗門』 10月19日、愛知県葉栗郡北方村（一宮市北方町）で 6月19日、青森県北津軽郡金木村（五所川原市）で

明治42年 松本清張、淀川長治ら誕生。 9人兄弟の三男として生まれる。本名は丸井金蔵。 11人兄弟の六男として生まれる。本名は津島修治。

1912ｰ26年 大正デモクラシー。

1914ｰ18年 第一次世界大戦。

1923年,12歳 関東大震災。横山大観『生々流転』 葉栗郡北方尋常高等小学校卒業。 金木第一尋常小学校卒業。父・源右衛門死去。

大正12年 ねんぴょう 愛知県立工業学校図案科入学。 青森県立青森中学校入学。

1924ｰ27年 シュルレアリスム宣言。芥川龍之介 校友会雑誌「愛工」に詩・散文を寄稿。挿画も担当。 習作「最後の太閤」を書き、また同人誌を発行。

自殺。宮沢賢治『銀河鉄道の夜』。 郷里出身の川合玉堂に憧れ、絵筆を執り始める。 作家を志望するようになる。左翼運動に傾倒。

1928年,18歳 最初の男子普通選挙実施。 愛工卒業。東京美術学校日本画科入学（同期生に プロレタリア文学の影響で同人誌「文芸細胞」創刊。

昭和3年国画創作協会日本画部解散。 杉山寧）。本郷区根津、下谷区谷中清水町に下宿。 井伏鱒二の存在を知り「文芸細胞」への執筆依頼。

1929年,19歳 世界恐慌はじまる。MOMA開館。 みずからの階級に悩みカルモチン自殺を図る。

1930年,20歳 ロンドン海軍軍縮会議。 国際美術協会主催第一回美術展覧会入賞首席。 東京帝国大学文学部仏文学科入学。

昭和5年谷崎潤一郎,佐藤春夫に細君譲渡。 長兄・久右エ門、病没。下谷区谷中坂町に下宿。 カフェ女給田部シメ子と鎌倉の小動岬で心中未遂。

1931年,21歳 満州事変勃発。 国際美術協会主催第二回美術展覧会無鑑査出品。 津島家から除籍され、小山初代と結婚。

昭和6年柳宗悦「工芸」創刊。 画題『閑庭』二曲屏風壱双、公爵近衛文麿氏買上。 井伏鱒二に師事。共産党の地下活動に参加。

1932年,22歳 満洲国建国。五・一五事件。 遺書のつもりで『思ひ出』を書き始める。

1933年,23歳 ヒトラー、独首相に。日本、国際連盟 東京美校卒業。卒業制作『菊花讃頌』外務省政務次 「東奥日報」紙に短編『列車』を太宰治名義で発表。

昭和8年脱退。小林多喜二逮捕され虐殺。 官瀧正雄氏買上。東京美校日本画科研究科入学。 檀一雄と出会う。同人誌「海豹」で『魚服記』発表。

1934年,24歳 「早稲田文学」創刊。 愛知社主催東都在住作家日本画展覧会出品。 檀一雄、中原中也らと文芸誌『青い花』を創刊。

昭和9年満州国、溥儀が皇帝に。 画題「麗人散策」衝立、公爵近衛文麿氏買上。 文壇でも話題になりはじめる。『ロマネスク』発表。

1935年,25歳 芥川賞・直木賞設置。 東京美校研究科卒業。川村女学院美術科講師。 東大除籍。新聞社入社試験失敗。鎌倉で縊死未遂。

昭和10年 文相、帝国美術院改組を発表。 宮内秀雄と出会う。愛国生命保険の壁画製作。 『逆行』が芥川賞候補となり次席。佐藤春夫に師事。

1936年,26歳 二、二六事件。 淀橋区戸塚町に下宿。茅野さだゑと出会う。 最初の作品集『晩年』を刊行。

1937年,27歳 日中戦争勃発。 茅野さだゑと結婚。淀橋区西落合に転居。 小山初代と群馬県谷川温泉で心中未遂、離別。

昭和12年 横山大観、文化勲章受章。 小林一三の委嘱で東宝劇場階段ホール壁画製作。 『虚構の彷徨 ダス・ゲマイネ』『二十世紀旗手』刊行。

1938年,28歳 国家総動員法制定。 第一回現代美術展覧会出品、画題『壁畫に集ふ』。 井伏鱒二紹介の石原美知子と婚約。山梨に転居。

昭和13年 松岡映丘、死去。 父・貝二、死去。弟・末太郎出兵。 未完の長編作品となった『火の鳥』を執筆。

1939年,29歳 第二次世界大戦はじまる。 弟・末太郎戦病死。三鷹下連雀に金猊本人設計に 『富嶽百景』『女生徒』『黄金風景』『皮膚と心』などの

昭和14年 テレビ放送開始。 よる新居を構え、下落合から転居。 短編を次々発表。三鷹下連雀に転居。

1940年,30歳 大政翼賛会。川合玉堂、文化勲章。 『走れメロス』『きりぎりす』発表。『女の決闘』連載。

1941年,31歳 日独伊三国同盟,太平洋戦争開戦。 母・みわ、死去。 『晩年』を改訂し刊行。長女園子誕生。青森に帰郷。

1942年,32歳 アメリカ参戦,「近代の超克」座談会。 三鷹から浦和に疎開。浦和第一高等女学校教諭。 母・夕子、死去。『恥』発表。『信天翁』刊行。

1944年,34歳 B-29による東京大空襲はじまる。 長女・美鷹誕生。弟・了二、戦没。 長男・正樹誕生。『津軽』執筆のため津軽旅行。

1945年,35歳 第二次世界大戦終結。 埼玉県立浦和第一高等女学校高等官待遇（内閣）。 甲府、青森と疎開。『惜別』刊行。

1946年,36歳 日本国憲法公布。朝鮮半島分裂。 東京美術学校日本画科講師。次女・鏡子、誕生。 坂口安吾、織田作之助らと交友を深める（無頼派）。

昭和21年 第一回日展。坂口安吾『堕落論』。 浦和日本画家協会幹事並びに同市文化連盟会員。 疎開先の青森・金木から三鷹に戻る。

1947年,37歳 日本国憲法施行。 疎開先の浦和から三鷹に戻る。 次女・里子（津島佑子）誕生。愛人・太田静子との間

昭和22年 日本共産党を中心とする片山内閣。 東京美術学校講師 工藝科勤務。 女児・治子誕生。『斜陽』連載。『ヴィヨンの妻』刊行。

1948年,38歳 東京裁判。安田靫彦、文化勲章。 新制神奈川県立神奈川工業高校工芸図案科教諭。 身体の衰弱が激しく、度々吐血。『人間失格』発表。

昭和23年 「美術手帖」「暮しの手帖」創刊。 この段階を以て画業を完全に断念したと思われる。 愛人・山崎富栄と三鷹の玉川上水で入水心中。

1949年,39歳 下山事件、三鷹事件、松川事件。 『グッド・バイ』が絶筆となり『人間失格』は死後刊行。

1959年,49歳 人工衛星が地球の写真を送信。 伊勢湾台風により北方村中島の生家半壊。帰郷。

1965年,55歳 日韓条約。文化大革命。 神工工芸図案科を産業デザイン科に改名（全国初）

1970年,60歳 日本万国博覧会,三島由紀夫割腹。 大阪万博、京都の寺院を視察。初孫・隆人、誕生。

1971年,61歳 ベトナム反戦大集会。 神工を定年退職。再び絵筆を握り始める。

1972年,62歳 あさま山荘事件。沖縄返還。 東村山市緑風荘に入院療養。

1974年,64歳 杉山寧、文化勲章受章。

1979年,69歳 第二次オイルショック。 心筋梗塞のため武蔵野市日赤病院にて死去。

1995年 阪神淡路大震災,地下鉄サリン事件 妻・さだゑ、三鷹市篠原病院で死去（享年87歳）。

2008年 バラク・オバマが初の黒人米大統領 一宮市博物館特別展 いまあざやかに丸井金猊展。 三鷹に太宰治文学サロン開設。


